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一

本
書
の
美
点
は
、
安
部
公
房
の
創
作
活
動
の
幅
広
さ
を
理
解
す
る
た
め
の
見

一
取
り
図
を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
安
部
は
小
説
や
評
論
の
ほ
か
に
戯
曲
や
映

画

・
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
な
ど
を
筈
き
、
さ
ら
に
舞
台
の

一
演
出
や
作
曲
な
ど
も
手
が
け
た
。
そ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
文
学
テ
ク
ス
ト
を
読

一
む
だ
け
で
は
彼
の
創
作
活
動
の
特
色
を
十
分
に
論
じ
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

一
る
。
木
村
陽
子
は
書
名
の
通
り
「
安
部
公
房
と
は
だ
れ
か
」
と
い
う
聞
い
を
掲

一
げ
、
そ
れ
に

〈安
部
公
一
房
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
ア
l
ト
の
先
駆
者
で
す
〉

一
(二
四
頁
)
と
ひ
と
ま
ず
答
え
た
上
で
、
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

一

本
書
と
近
接
す
る
問
題
設
定
を
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
安
部
と
演
劇
と

一
の
関
わ
り
を
論
じ
た
ナ
ン
ン

l

k
・
ン
l
ル
ズ

『安
部
公
房
の
劇
場
」
(
安

一
保
大
有
訳
、
新
潮
社
、
一
九
九
七

・
七
)、
高
橋
信
良

「安
部
公
房
の
演
劇
』
(
水

声
社
、
二
O
O
四
・
四
)、
コ

l
チ

・
ジ
ャ
ン

ル
l
カ

『安
部
公
房
ス
タ
ジ
オ
と

一
欧
米
の
笑
験
演
劇
』
(
彩
流
社
、
二
O
O
五
・
二
)
な
ど
が
あ
り
、
安
部
と
さ
ま

一
ざ
ま
な
芸
術
運
動
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
波
潟
剛

「越
境
の
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ヤ

ル

一
ド
」
(N
T
T
出
版
、

ニ
O
O
五

七

)、
鳥
羽
耕
史

『運
動
体

・安
部
公
房
』
(
一

一
業
社
、
二
O
O
七
・
五
)
な
ど
が
あ
り
、
安
部
と
映
画
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た

一
友
田
義
行

『戦
後
前
衛
映
画
と
文
学

安
部
公
一房
×
勅
使
河
原
宏
』
(
人
文
書

一
院、

二
O
二一

・
ニ
)
な
ど
が
あ
る
。
本
書
が
試
み
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

一
ピ
と
い

っ
た
媒
体
ま
で
を
射
程
に
入
れ
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
補
足
修

木
村
陽
子
著

『
安
部
公
一
房
と
は
だ
れ
か
』中

野

典

手口

正
を
加
え
つ
つ
、
安
部
の
創
作
活
動
の
多
機
性
を
よ
り
総
合
的
に
論
じ
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
木
村
が
用
い
て
い
る
の
が
、
「
リ
テ
ラ
リ
l

・
ア
ダ
プ

テ
|
シ
ヨ
ン

(tR
Sミ
白
色
白

U
SE
S
)」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。

「リ
テ
ラ
リ
l
・
ア
ダ
プ
テ
l
シ
ヨ
ン
」
と
は

〈核
と
な
る
原
作
や
発
想
を
、

紙
メ
デ
ィ
ア

(小
説
/
漫
画
)
、
音
声
メ
デ
ィ
ア

(音
楽
/
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
/
ボ

イ
ス
ド
ラ
マ
)、
映
像
メ
デ
ィ
ア

(映
画
/
ア
ニ
メ
/
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
)、
舞
台
メ

デ
ィ
ア

(演
劇
/
ダ
ン
ス
)
な
ど
の
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
展
開
す
る
こ
と
〉(一

四
頁
)
を
一吉
う
。
た
と
え
ば
、

小
説
「
棒
」

(「
文
芸
」
一
九
五
五
・
七
)
を
、

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
脚
本
「
棒
に
な
っ
た
男
」
(一

九
五
七
・
一

ニ

に
作
り
か
え
、

さ
ら
に
戯
曲

「
棒
に
な

っ
た
男
」

(一

九
六
九

・
一
一)
に
作
り
か
え
る
と
い
っ

た
こ
と
を
指
す
。
も
ち
ろ
ん
、
小
説
を
ほ
か
の
媒
体
に
向
け
て
作
り
か
え
る
こ

と
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

作
り
か
え
を
原
作
者
が
直
接
行
っ
て
い

る
こ
と
、

作
り
か
え
の
媒
体
が
多
様
で
あ
る
こ
と
、
作
り
か
え
の
査
が
多
い
こ

と
の
三
つ
は
安
部
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
が
と
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
木
村
は
果
敢
に
挑
ん
で
い
る
。

「
リ
テ
ラ
リ
1
・
ア
ダ
プ
テ

i
シ
ョ
ン
」

と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
の
利

点
の
一
つ
は
、
こ
の
視
点
か
ら
安
部
の
創
作
活
動
の
変
遷
を
と
ら
え
な
お
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
野
斗
志
美
「
評
伝
安
部
公
房
」

(『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
安
部
公
一
一房
」
新
潮
社
、
一
九
九
四
・四
)
は
安
部

の
経
歴
を

〈故
郷
袋
失

(大
正
日
年
・

出
生
i
昭
和
お
年
)

/
生
き
て
い
る
無

機
物

(昭
和
お
年
i
昭
和
初
出
年
)

/
他
者
へ
の
通
路

(昭
和
幻
年
1
昭
和
必
年
)

/
悪
夢
と
し
て
の
都
市

(昭
和
必
年
1
平
成

5
年

・
死
)〉

と
い
う
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
を
特
徴
づ
け
る
キ
1
・
ワ
l
ド
を
示
し
て
、
い
わ
ば
内
容
に
よ
る

区
分
を
行

っ
て
い
る
が
、
木
村
は
そ
れ
を

〈
(1
)
小
説
中
心
時
代

(デ
ビ
ュ

ー

1
五
二
年
ご
ろ
)
/
(
2
)
他
メ
デ
ィ
ア
進
出
期

(五
三
1
五
五
年
)
映
画

(五
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一
三
年
)
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
・
演
劇
(
五
五
年
)
/
(
3
)
〈
リ
テ
ラ
リ

1
・
ア
ダ

一
プ
テ

l
ン
ヨ
ン
〉
全
盛
時
代

(五
六
年
前
後
か
ら
七

0
年
代
末
ま
で
)
/
①
〈
メ

一

デ
イ
ア
五
穏
目
〉
時
代

(五
六

1
七
一
年
*
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
五
八
年
以
降
)

/

-
②
〈
小
説
・
演
劇
二
極
化
〉
時
代

(七
二
年
か
ら
七

0
年
代
末
ま
で
)
/
(
4
)

一
小
説
回
帰
時
代

(八
0
年
代
以
降
)
〉
(
六
四
|
六
五
頁
)
と
い
う
よ
う
に
安
部

.
が
取
り
組
ん
だ
媒
体
を
示
し
て
、
い
わ
ば
形
式
に
よ
る
区
分
を
行
っ
て
い
る
。

一
安
部
の
創
作
活
動
の
変
遷
を
見
る
上
で
、
内
容
に
よ
る
区
分
が
有
効
で
あ
る
こ

一
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
安
部
の
創
作
活
動
の
特
質
の

一
つ
が
、
ジ
ャ
ン

ル

・

の
多
様
性
に
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
形
式
に
よ
る
区
分
も
ま
た
有
効
で
あ
る

一
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
区
分
に
よ

っ
て
、
な
ぜ
安
部
は
多
様
な
媒
体

一

に
創
作
の
場
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
そ
れ
か
ら
離
れ
て
い

っ
た
の

か
、
と
い
う
問
題
を
よ
り
厳
密
に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
問
題
に
つ
い
て
木
村
は
、
安
部
が
多
様
な
媒
体
に
創
作
の
場
を
求
め
た

一

の
は
、
彼
が

〈〈
自
己
と
大
衆
と
の
出
会
い
て

も
し
く
は

〈集
団
創
作
〉
〉
(
八

七
頁
)
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
の
ち
に
小
説
に
回
帰

一
し
た
の
は
、
彼
が
〈
位
界
に
通
用
す
る
、
よ
り
高
次
の
芸
術
の
創
造
を
目
指
し

一

て
〉
〈
〈
大
衆
作
家
〉
で
あ
る
こ
と
に
決
別
〉
(
一
一
一
一
頁
)
し、

〈
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
の
受
賞
を
窓
織
〉
(
一
六
二
頁
)
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ

一
る
と
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
駆
使
し
な
が
ら
論

一
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
木
村
は
こ
れ
を
唯
一
の
答
え
と
し
て
提
示
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
示
唆
に
富
む

一
つ

の
答
え
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一

ま
た
、
本
容
は
本
論
の
ほ
か
、

実
に
多
く
の
脚
注

表

・
コ
ラ
ム
・

図
説
な

-
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

〈
一
般
読
者
に
向
け
た

《
安
部
公
一房

.
入
門
書
V

と
し
て
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
〉
(
二
九
四
頁
)
と
い
う
木
村

一

の
配
慮
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
安
部
の
創
作
活
動
の
多
様
性
を
示
す
た
め
に
読

者
に
向
け
て
多
様
な
形
で
情
報
を
発
信
す
る
と
い
う
、
論
じ
る
対
象
と
方
法
を

合
致
さ
せ
た
こ
の
構
成
も
、
本
容
の
説
得
力
を
高
め
て
い
る
。

最
後
に
、
今
後
の
謀
題
を
示
す
た
め
に
、
本
容
を
読
ん
で
私
が
不
満
に
思

っ

た
点
も
あ
え
て
告
き
添
え
て
お
く
。
先
述
の
と
お
り
、
安
部
が
手
が
け
た
小

説

・
映
画

・
演
劇
に
加
え
て
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ

テ

レ

ビ
ド
ラ

マ
ま
で
を
射
程

に
入
れ
て
立
論
し
て
い
る
こ
と
が
、
先
行
研
究
と
の
比
較
か
ら
浮
か
び
上
が
る

本
容
の
美
点
な
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の
論
が
ま

だ
手
薄
で
あ
る
。
確
か
に
、
媒
体
が
異
な
る
も
の
を
論
じ
る
こ
と
に
は
資
料
的

に
も
論
法
的
に
も
多
く
の
困
難
が
つ
き
ま
と
う
の
だ
ろ
う
が
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ

ビ
ま
で
を
し

っ
か
り
論
に
組
み
込
ん
で
こ
そ
、
安
部
の
活
動
領
域
が
木
村
の
言

、
っ
「
メ
デ
ィ
ア
五
種
目
」
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
の
意
義
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
「
第

一
部

安

部

公

一房
と
は
な
に
も
の
か
」
と
「
第
二
部

作
品
論
へ
の
誘

い
」
と
の
接
続
に
も
疑
問
が
残
る
。
木
村
は
第
二
部
の
冒
頭
で

小
説
映
画
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た

『砂
の
女
』
を

〈安

部
に
と
っ
て

〈
リ
テ
ラ
リ
l
・
ア
ダ
プ
テ

l
シ
ヨ
ン
〉
の
最
も
成
功
し
た
事
例

で
あ
っ
た
〉
(
一

七
八
頁
)
と
評
価
し
な
が
ら
、
〈本
書
で
は
小
説
の
み
を
採
り

あ
げ
、
世
界
中
に
読
者
を
獲
得
し
て
き
た
安
部
公
房
の
代
表
作
が
ど
の
よ
う
な

内
容
だ

っ
た
の
か
を
確
認
し
た
い
〉
(
一
七
九
頁
)
と
論
を
展
開
し
て
い

る
。

小
説
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
映
画
と
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
関
係
づ
け
な
が
ら
論

じ
て
こ
そ
、
第

一
部
の
総
論
と
第
二
部
の
各
論
が
よ
り
有
機
的
に
結
び
つ
き
、

安
部
の

〈
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
ア
l
ト
の
先
駆
者
〉
と
し
て
の
価
値
を
よ
り
明

確
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

(二

o
=二
年
五
月

一
五
日
笠
間
告
院
刊

頁

一
七
O
O円
)
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